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主任部⻑のお仕事の⼀つに「地域の開業医の先生方にご挨拶に行く」というの

があります。当科は、他科・他職種と連携した糖尿病チーム医療を充実させるた

めに 2024 年 1 月 “糖尿病センター” を立ち上げました。糖尿病センターの専門

的・先進的糖尿病治療を北河内地域の開業医の先生方に知っていただくために、

2 か月間で 13 件もの外回りの営業にでました‼  

医療相談・連携室のスタッフ 2

人と⼀緒に、開業医の先生方を

ご訪問します。連携室のスタッ

フが事前に開業医さんのアポイ

ントを取り、当日お渡しする資

料を用意し、車で診療所まで連れて行って下さいます。開業医の先生とは診察

室で面談させて頂きます。ひらかた病院ニュースかわせみをお見せしながら

“糖尿病センター” についてご説明します。開業医の先生方は、皆様大変熱心に

お話を聞いて下さいました。お話は多岐に及び、最新の糖尿病治療についてご

質問頂いたり、市立ひらかた病院の医療体制や医師の人員配置にお話が及んだ

りしました。開業した大学の同門の先生とは、医局のお話から個人的なお話ま

で、いろいろなお話しに花が咲いて、たっぷり 1 時間も滞在させて頂いたこと

もありました。 
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たくさんの開業医の先生方をご訪問させて頂き、私も大変勉強になりました。 

気軽に CT や MRI 検査ができる病院勤めの勤務医とは違い、開業医の先生方は、

限られた医療設備や医療人材を上手にやりくりし、工夫しながら地域住⺠の皆

様に⼀次医療を提供しておられました。そして、患者さんのご様子が変化したと

きなど、二次医療 (市立ひらかた病院などの急性期病院) に紹介すべきかどうか、

悩んでおられる姿を拝見しました。紹介される側の私共は、そんな開業医の先生

方の祈るような思いを汲み取って、責任を持ってご紹介頂いた患者さんを診察

したいと思います。 

 連携室のスタッフが運転する車の中から、枚方の素敵な風景を見ることがで

ひらかた病院ニュースかわせみ VOL.59 2023 冬号 より引用 
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きたのは大変嬉しいことでした。天野川と満開の桜、そして菜の花です。 


